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 今回の発表では、オンライン学習における生成 AI（特に ChatGPT）を活用した個人化コメント

（i-Comments）の自動生成とその教育的効果の評価について報告します。従来の i-Comments は、学

習者の理解を助けたり学習意欲を維持したりする効果がある一方で、手動で作成するために多大な労

力が必要であり、大規模な実装には不向きでした。さらに、作成者の主観が反映されやすく、一貫性

や客観性の確保も課題でした。本研究では、こうした問題を解決するために、生成 AI を用いた自動化

フレームワークを構築し、その有効性を理論的・実証的に検証しました。 
提案するフレームワークは、動画解析、学習者情報設定、コメント属性設定、ChatGPT による生成、

表示統合の五つの要素で構成され、学習支援理論（Scaffolding Theory）に基づき「知識支援」と「感

情支援」の二種類のコメントを生成します。 
日本史の学習動画（旧石器時代〜縄文時代）を用いた実験では、ChatGPT 生成コメントの感情分析

で 97％がポジティブまたは中立を示し、学習を励ます効果が確認されました。また、知識支援コメン

トは学習内容と高い関連性を保ち、主観評価でも「自然さ」「一貫性」「タイミング」で人間コメント

と同等の結果を得ました。 
これらの結果から、ChatGPT による i-Comments 生成は教育的に有効であり、学習支援の自動化、

効率化に寄与する可能性が示されました。今後は、個人化の精度向上と客観的評価指標の導入を進め

ます。 
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